
く
ふ
れ
る
。

註
7
　
明
治
二
九
年
九
月
か
ら
同
三
四
年
七
月
ま
で
札
幌
農
學
校
に
在

學
。

註
8
.
.
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
湖
沼
茂
樹
氏
が
、
『
近
代
日
本
の
作
家

と
作
品
』
(
要
詔
書
)
節
二
部
所
収
の
『
有
島
武
郎
』
の
中
で
少
し
く
ふ

れ
て
お
ら
れ
る
。

註
9
　
『
有
島
武
郎
論
』
。

註
l
。
冨
途
三
笠
欝
』
)
、
遍
路
』
(
躍
箆
等
『
暁
曙
』
(
讃
紛

糾
』
)
と
し
て
別
個
に
票
。
後
〓
括
し
著
作
集
節
五
輯
遠
路
』
と

し
て
刊
行
(
大
正
七
二
ハ
)
し
た
。

註
1
1
　
『
有
島
武
郎
論
』
。

.
註
1
2
　
有
島
全
集
は
叢
文
間
版
(
一
二
至
、
新
潮
社
版
(
一
〇
空
、
改
造
祀

版
(
三
聖
の
三
権
類
が
あ
る
が
、
こ
ゝ
に
あ
げ
た
二
道
の
書
簡
は
、

こ
の
う
ち
最
初
の
全
集
で
あ
る
叢
文
閻
版
の
書
簡
荒
(
竺
○
空
に
の

み
採
録
さ
れ
て
お
り
、
他
の
全
集
で
は
例
除
し
て
い
る
。

註
1
3
　
て
の
こ
と
に
.
つ
・
い
て
は
富
田
蹄
∵
池
田
真
南
先
生
の
御
協
力

の
あ
っ
た
こ
と
を
付
記
し
、
を
の
御
厚
意
に
感
謝
し
た
い
?

註
1
4
　
「
十
三
日
か
ら
私
は
千
葉
願
の
方
に
啓
蟄
も
の
に
行
っ
て
十
九

日
に
無
事
膵
京
し
ま
し
た
。
」

註
1
5
　
大
正
一
一
年
六
月
、
有
島
は
『
一
房
の
葡
萄
』
、
『
溺
れ
か
け
た

兄
弟
』
、
『
碁
石
を
飲
ん
だ
八
ち
ゃ
ん
『
、
『
僕
の
帽
子
の
お
話
』
を
】

托
し
、
『
一
房
の
葡
萄
』
と
銘
打
っ
た
童
話
集
を
Ⅲ
版
(
諮
文
国
)
し
た
.

が
ヾ
こ
れ
に
は
「
大
正
一
〇
年
作
」
と
だ
け
し
か
記
さ
れ
て
い
ず
、

制
作
月
日
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

-
両
島
成
廣
女
子
高
校
教
諭
1

林
　
　
芳

規
「

訓
鮎
語
法
史
に
お
け
る
副
助
詞

「
ら
」

は

　

し

　

が

　

き

日
本
語
に
は
、
古
来
接
尾
辞
と
い
わ
れ
る
「
ら
」
が
存
し
て
、
提
言
に
附

い
て
或
い
は
複
数
を
表
わ
し
或
い
は
親
愛
の
意
や
軍
に
謙
遜
の
意
を
表
わ

し
、
又
特
に
意
味
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
な
ど
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
ば
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
と
は
別
に
、
用
言
や
助
詞
に
附
い
て
用
法
・
意
味
が
接

尾
辞
の
そ
れ
と
は
供
に
異
な
っ
た
「
ら
」
が
あ
っ
て
、
平
安
時
代
以
後
の
或

る
種
の
漢
文
訓
讃
の
資
料
及
び
そ
の
影
響
を
有
す
る
女
性
の
中
に
見
ら
れ
る

こ
と
を
、
訓
鮎
資
料
を
調
査
す
る
に
営
っ
て
確
信
す
る
に
至
っ
た
。

註
1
　
　
　
　
註
2

所
が
、
こ
の
「
ら
」
に
関
し
て
は
既
に
富
士
谷
成
章
、
萬
瑞
和
尚
、
隆
つ
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註
3

て
岡
田
希
雄
氏
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
い
ず
れ
も
漢
文

訓
読
の
用
例
と
、
そ
れ
に
由
来
す
る
こ
と
吟
芳
眼
し
え
な
か
っ
た
鳥
に
、
決

定
的
な
究
明
を
得
る
こ
士
が
で
き
ず
、
或
い
は
不
問
に
附
さ
れ
、
或
い
は

「
な
ほ
考
ふ
べ
き
」
問
題
と
さ
れ
、
又
或
い
は
そ
の
「
解
決
は
癖
束
に
残
」

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
稿
は
、
も
は
や
何
か
の
誤
り
と
は
見
ら
れ
な
い
漢
文
訓
讃
資
料
に

見
え
る
「
ら
」
を
基
と
し
て
、

L
　
訓
鮎
資
料
及
び
そ
の
影
響
を
持
つ
資
料
に
は
、
所
謂
接
尾
辞
の

「
ら
」
と
は
異
な
っ
た
助
詞
に
も
附
く
「
ら
」
が
存
在
し
、
文
法
的

性
格
を
輿
え
る
と
し
た
ら
、
副
助
詞
と
見
ら
れ
る
用
法
を
示
し
て
い

・
る
と
い
う
こ
と
。

2
・
こ
の
語
は
、
訓
鮎
語
と
し
て
、
漢
文
訓
読
と
い
う
こ
と
ば
の
相

に
、
平
安
中
期
以
後
に
成
立
し
た
直
譚
語
で
あ
っ
て
、
他
の
文
迫
に

さ
し
て
強
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
な
く
沿
え
て
行
っ
た
の
だ
ろ
う
と

.
い
う
推
定
。

の
二
鮎
に
考
え
を
怒
場
て
述
べ
、
以
て
諸
先
學
の
疑
問
に
答
え
よ
う
と
し
た

も
秒
で
あ
る
。
考
え
の
至
ら
な
い
鮎
に
関
し
て
は
、
大
方
の
ご
叱
正
を
懇
厩

す
る
。

二
訓
鮎
資
料
に
見
え
る
「
ら
」
の
用
例
と

そ
の
文
法
的
性
格

接
尾
辞
と
は
異
な
っ
た
「
ら
」
、
即
ち
捜
言
以
外
の
語
に
附
く
「
ら
」
の

用
例
は
、
管
見
に
よ
る
に
、
平
安
中
期
以
後
の
訓
鮎
資
料
に
散
見
す
る
。
し

か
し
、
そ
の
附
く
語
は
限
ら
れ
て
い
て
、

(
イ
)
　
活
用
語
の
連
鰻
形
に
附
く
場
合
。

(
ロ
)
　
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
下
に
附
く
場
合
。

(
ハ
)
　
格
助
詞
「
と
」
の
下
に
附
く
場
合
。

の
三
つ
の
形
式
し
か
見
ら
れ
な
い
。
以
下
そ
の
例
を
撃
げ
る
二
認
印
霊

欝
豊
潤
用
謂
酢
℃
監
靴
撃
糧
簑
紅
い
設
け
㌫
Ⅶ
釦
欝
棉
凱
酎
堀
)

(
イ
)
　
活
用
語
の
連
鮭
形
に
附
く
場
合
。

カ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ら

①
　
罪
級
及
び
飴
の
昧
ひ
趣
(
め
)
　
て
長
く
辛
く
菅
巷
等
を

(
ず
)
ぺ
(
撃
。
(
露
駄
賃
墾
譜
九
逓
増
)
.
1

鮎慣

_一・一一48-

ば

用

て

厭

(
禁
媚
初
那
警
層
十
つ
　
　
　
　
　
ノ
　
,

③
　
悪
口
ヲ
モ
テ
望
盲
セ
ム
等
及
ピ
刀
杖
(
ヲ
)
加
へ
ム
者
ヲ
ハ
我
レ
等

軌
嘗
二
忍
ブ
常
(
蔓
(
詣
咄
監
)
榊
望
碩

④
　
若
シ
他
人
反
-
逆
シ
抄
-
却
シ
餌
盗
セ
ム
、
是
(
ノ
)
如
キ
等
ノ

ツ

ミ

ヲ

コ

シ

マ

　

　

ヮ

ザ

ワ

ヒ

カ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

カ

　

ケ

罪
二
　
杭
二
其
ノ
狭
二
羅
ラ
ム
、
斯
ノ
如
キ
ノ
罪
人
ハ
永
ク
彿
衆
聖

ジ

ノ
　
[
之
]
王
ノ
記
-
法
教
-
化
シ
下
フ
　
(
ヲ
)
見
不
。
(
同
右
)

[

同

例

〕

　

,

　

コ

レ

,

　

　

セ

是
ノ
如
キ
等
ノ
病
と
以
モ
テ
衣
服
ト
悠
ム
(
同
右
)

ヲ

　

　

タ

タ

ヒ

是
ノ
如
キ
等
ノ
類
成
ク
備
前
二
於
テ
(
同
右
)

一

ノ

　

　

タ

ク

ヒ

是
′
如
キ
等
ノ
比
。
無
立
無
邊
ナ
ウ
(
向
右
)

是
ノ
如
キ
酎
ノ
衆
生
ノ
撃
畢
フ
ム
軋
二
人
有
テ
(
摘
酢
琶

[
於
]
塔
寺
を
遠
-
離
せ
む
是
(
の
)
如
き
等
の
衆
の
悪
て
フ

普
1
勅
を
念
(
す
る
)
か
故
に
皆
笛
に
是
の
革
と
忍
(
フ
)
賞

彗
増
捷
璋
冗
)

シ′

0

妄⊇悌
已本の

ノ
衆
ハ
能
ク
此
ノ
法
ヲ
敬
信
セ
ム
。
梯
巳
二
甘
シ
世

世
嘉
ノ
如
キ
鬱
ヲ
教
化
寺
へ
ツ
。
(
壽
鎧
等
謂

(
ロ
)
並
列
の
助
詞
「
と
」
の
下
に
附
く
場
合
。
(
「
…
ト
…
ト
ラ
」
)

モ
ノ
り
'

l

⑥
青
蓮
花
ト
鉢
乎
礎
花
ト
菜
ト
花
ト
枝
條
ト
飴
ノ
不
記
(
の
)
者
等
用



(
テ
)
金
剛
部
ノ
中
二
票
シ
」
ァ
)
供
聖
二
曇
票
璃
望
印
譜

旭酢)

⑦
　
赤
は
託
て
有
淳
と
岱
す
及
(
ひ
)
苦
と
集
と
世
間
と
見
虎
と
三
有

副
イ
書
窯
讐
曇
相
違
)
・

⑧
　
又
諸
の
有
悠
法
ト
イ
ハ
謂
(
ば
)
バ
也
等
の
五
歳
な
り
、

と
軋
詐
濱
事
と
(
詣
相
賀
岩
譜
)
禦
ツ
(
望
)

亦
は
世
路

⑨
　
相
語
(
吐
亡
耳
(
　
ク
)
貯
(
ク

(
ト
)
牌
駄
詳
ハ
慰
殻
ナ
ル
〔
望

者ヱ
(

認知
′、寺　(
一本ク
○芹等
九円

)
　
ハ

カ
)
寄
人

ト

▼

l

'

⑲
　
是
ノ
如
ク
諸
ノ
国
土
ノ
黙
セ
ル
ト
鮎
七
不
ル
輿
等
?蒐冨

慧連票
ユ鉱く本音
ク　に典

抹吉慧
シ　合

テ
空
想
テ
〓
讐
二
劫
ト
㌘
(
詣
完
等
掲

(
ハ
)
　
格
助
詞
「
と
」
の
す
ぐ
後
に
附
く
場
合
。
(
…
「
ト
ラ
」
)

-
1
.
引
題
イ
ハ

⑳
　
記
日
　
十
カ
ト
等
者
・
卸
(
チ
)
彿
手
ヲ
指
(
シ
)
テ
方
二
名
(
ケ
)

テ
カ
ト
空
(
需
電
(
義
男
遥
)

③
野
方
ド
私
崇
昏
者
病
(
ヲ
)
療
ス
ル
エ
也
方
ト
イ
ハ
謂
ク
方

疏
ナ
ヮ
　
ト
着
疑
(
ヱ
除
(
ク
)
也
(
禁
撃
議
場
哲
謂

以
上
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
同
種
の
例
は
他
に
も
未
だ
見
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

〔
註
4
〕

今
、
右
の
語
例
を
見
渡
し
て
、
「
ら
」
の
文
法
的
性
格
を
考
え
、
そ
こ
か

ら
「
ら
」
は
副
助
詞
と
見
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
。
そ
れ
は
次

の
よ
う
な
経
過
に
よ
る
。

の
、
先
ず
、
右
の
語
例
の
「
ら
」
は
同
一
語
で
あ
る
と
見
る
。
何
故
な
ら

ば
、
後
述
の
ご
と
く
そ
の
意
味
が
同
一
で
あ
り
、
叉
そ
の
成
立
も
同
様
な

契
機
に
よ
り
、
且
又
こ
れ
か
ら
導
か
れ
た
結
論
に
何
ら
矛
盾
を
見
な
い
か

ら
で
あ
る
。

偽
、
攻
に
、
そ
の
「
ら
」
の
附
い
て
い
る
上
の
語
を
見
る
に
、
(
イ
)
の
諸

例
の
よ
う
に
活
用
語
の
連
盟
形
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
①
例
(
若
き

軍
は
形
容
詞
の
蓮
堤
形
に
、
②
例
(
箆
等
)
l
ま
動
詞
の
達
也
形
に
、
③
例

ス

　

ヲ

(
蔓
セ
ム
鬱
・
④
例
⑤
例
(
是
ノ
如
キ
等
)
は
、
そ
れ
ぐ
助
動
詞
の
蓮
鰹
形
に

.
ヲ

附
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ナ
訂
ら
は
二
見
、
形
式
嬰
や
吸
着
語
(
鵬
臥

撃
)
か
、
或
る
種
の
接
尾
評
と
も
見
ら
れ
そ
う
で
あ
㌃
が
、
攻
の
(
ロ
)
・

(
ハ
)
　
の
語
例
よ
り
考
え
て
、
そ
の
堕
言
的
な
意
味
は
上
の
連
盟
形
に
含

ま
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
愛
常
で
あ
り
、
又
他
の
助
詞
に
後
置
し
て
い
る

鮎
よ
り
接
尾
辞
と
も
考
え
難
い
。

(
ロ
)
に
屈
す
る
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
絢
の
諸
例
は
、
い
ず
れ
も
並
列
助

詞
「
と
」
に
後
置
し
て
い
る
(
…
ト
…
ト
ラ
)
例
で
あ
る
。
元
来
、
並
列

助
詞
は
、
・
そ
の
文
法
的
職
能
が
こ
の
助
詞
に
よ
っ
て
並
列
さ
れ
る
語
群
を

一
国
と
し
て
、
一
個
の
提
言
と
同
等
の
資
格
を
輿
え
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
(
イ
)
　
の
語
例
に
お
け
る
連
鮭
形
が
埠
吉
に
準
ぜ
ら
れ
て
、
.
そ
れ
に

「
ら
」
が
つ
い
た
形
と
職
能
が
同
t
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

(
ハ
)
の
格
助
詞
「
と
」
に
後
置
す
る
例
、
㊥
例
(
十
方
ト
酎
)
・
⑩
例
(
ト
雫

ヲ等
)
は
、
こ
の
語
が
附
属
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
お
り
、
従

っ
て
、
(
イ
)
・
(
ロ
)
の
語
例
は
と
も
に
附
層
語
の
一
用
法
と
見
る
の
が

蛮
骨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
活
用
は
見
ら
れ
な
い
の
で
、
助
詞

の
一
つ
と
見
る
こ
と
に
な
る
。

矧
、
助
詞
の
分
類
の
基
準
に
は
、

a
、
関
係
を
表
わ
す
か
、
意
味
を
添
え
る
か
。

b
、
附
属
形
式
(
謂
蒜
㌶
鮎
隅
詣
)
。

C
、
切
れ
、
続
き
の
性
質
(
禦
諸
鐙
壽
紳
酎
欝
豊
撼
咽
等

d
、
他
の
助
詞
と
の
重
な
り
方
の
順
序
。

の
四
鮎
が
認
め
ら
れ
る
。
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先
ず
、
a
(
相
盛
整
悪
の
鮎
よ
り
堵
.
-
沃
る
虻
、
連
頂
飾
文
節
誼

・

1

ノ

附
き
(
①
若
き
等
を
は
・
⑤
是
ノ
如
キ
等
ヲ
・
③
不
斡
者
ト
等
・
⑦
三
有
と
等
・
㊥
墾
芸
ル
輿

ラ

　

　

　

　

ラ

イ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

等
ヲ
・
㊥
十
カ
ト
等
者
)
、
又
連
膿
修
飾
文
節
に
も
(
◎
是
ノ
如
キ
等
ノ
)
、
主
文
節
や

ス

ラ

　

　

　

　

ラ

　

　

　

　

ヲ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

(
◎
篤
ル
等
・
◎
粁
門
興
等
ハ
・
ト
監
ト
等
登
、
連
文
節
に
も
附
き
(
㊥
有
事
と
等
ナ
リ
)
、

ヲ

更
に
封
立
文
節
に
も
附
い
て
い
る
(
③
藍
召
セ
ム
登
こ
と
よ
り
特
定
の
関
係

を
表
わ
す
の
で
は
な
く
、
種
々
の
文
節
に
附
い
て
、
そ
れ
に
意
味
を
添
え

る
助
詞
と
見
ら
れ
る
。
1
-
1
そ
ん
な
添
意
の
助
詞
に
は
、
準
監
助
詞
・
副

助
詞
・
係
助
詞
・
終
助
詞
・
間
投
助
詞
が
あ
る
　
ー

次
に
、
b
(
即
ち
附
屈
形
式
)
の
鮎
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
こ
の
鮎
で
は
用
例

が
稗
t
偏
っ
て
い
る
の
で
判
然
と
し
な
い
が
、
主
と
し
て
準
鰹
言
に
附
き

(
窪
地
爛
説
璋
塙
抵
璋
㌫
即
㍍
諸
鐙
趨
認
細
)
、
又
連
用
語
に
も

附
い
て
い
る
鮎
よ
り
、
種
々
の
語
に
附
く
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

ス

　

ヲ

第
三
に
、
C
の
「
切
れ
」
・
↓
続
き
」
の
鮎
よ
り
見
る
に
、
②
例
(
篤
ル
等
是

レ
也
)
・
⑥
例
嘉
欝
(
テ
)
)
.
・
⑦
例
(
三
有
と
㌢
ウ
)
・
肺
例
(
ト
一
㌢
禦
)
の
よ

ト
ラ

う
に
緩
く
文
節
に
も
あ
り
、
又
、
⑧
例
(
等
ナ
リ
)
の
よ
う
に
切
れ
る
文
節
に

も
あ
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う
な
性
質
を
固
有
し
な
い
語
で
あ
る
こ
と

が
分
る
4
そ
れ
故
に
、
.
必
要
の
折
は
、
①
⑤
㊥
例
の
よ
う
に
更
に
格
助
詞

「
を
」
に
よ
っ
た
旦
④
例
の
よ
う
に
助
詞
「
の
」
に
よ
り
、
又
⑨
⑫
例

の
よ
う
に
助
詞
「
は
」
に
助
け
ら
れ
て
、
よ
り
判
然
と
し
た
文
節
関
係
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
-
　
こ
の
よ
う
な
性
質
の
助
詞
に
は
、
準
鰹
助

詞
と
副
助
詞
と
が
あ
る
　
ー

こ
れ
に
、
第
四
d
の
助
詞
相
互
の
重
な
り
方
の
鮎
を
考
慮
す
る
と
、
格
助

ら
,

詞
に
後
位
も
し
(
㊥
巨
禦
㊥
㌫
)
、
又
格
助
詞
の
上
に
も
あ
り
(
聖
毒
を
・

◎
如
キ
等
ヲ
・
⑳
輿
讐
)
、
並
列
助
詞
の
下
に
位
し
得
る
し
(
⑥
⑦
③
卸
⑩
「
ト

ラ

・

　

　

ト

ラ

.

…
ト
ラ
」
)
、
更
に
係
助
詞
に
上
位
し
(
◎
輿
禦
・
凱
宗
)
、
準
副
怯
助
詞
「
の
」

'
.

に
上
位
(
④
遁
ノ
如
キ
等
ノ
)
し
得
る
の
は
副
助
詞
の
み
で
あ
る
。

こ
う
見
て
来
る
と
、
b
よ
り
の
種
々
の
語
に
つ
く
と
い
う
推
測
も
裏
付
け

さ
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。
『
國
語
法
要
訣
』
に
よ
る
副
助
詞
と
は
、
師
頓

の
意
味
な
く
、
軽
々
ゐ
語
に
附
き
、
連
用
語
に
も
附
き
、
他
の
助
詞
と
重

な
る
時
は
、
並
立
助
詞
・
格
助
詞
の
直
前
又
は
直
後
に
あ
り
、
接
績
助
詞

の
直
後
に
衆
、
同
種
の
も
の
が
重
な
る
こ
と
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。
「
ら
」

の
右
に
綾
説
し
た
結
果
は
、
こ
の
性
質
の
中
に
含
ま
れ
る
も
の
の
み
で
矛

盾
す
る
鮎
は
な
い
の
で
あ
.
る
。

因
み
に
こ
の
「
ら
」
は
、
山
田
孝
雄
博
士
の
副
助
詞
に
、
時
枝
誠
記
博
士

に
よ
れ
ば
限
定
を
表
わ
す
助
詞
に
含
ま
れ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

初
、
最
後
に
「
ら
」
の
添
え
る
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
副
助
詞
「
ナ

ド
」
と
柑
ミ
似
て
、
「
ナ
ド
」
か
異
種
類
の
も
の
の
一
つ
を
取
り
出
し
て

他
に
も
あ
る
こ
と
を
例
示
す
る
助
詞
で
あ
る
の
に
封
し
て
、
「
ら
」
は
同

類
の
多
く
の
も
の
の
中
か
ら
或
る
一
つ
又
は
一
群
を
例
示
す
る
意
で
、
口

譚
し
て
「
…
ノ
ゴ
ト
シ
」
・
「
…
ノ
ヨ
ウ
ダ
」
に
皆
る
と
考
え
ら
れ
る
。
萬

菜
集
古
義
に
、
「
そ
の
物
と
限
ら
ず
な
ほ
供
も
あ
る
事
を
い
ふ
な
り
」
と

あ
る
解
が
参
考
に
な
る
。

二
、
直
譚
語
「
ら
」
の
成
立
に
つ
い
て

右
の
ご
と
き
用
法
の
「
ら
」
に
つ
い
て
そ
の
例
ど
も
を
見
渡
す
に
、
衣
の

よ
う
な
鮎
が
知
ら
れ
る
。

l
、
箆
に
述
べ
た
ご
と
く
そ
の
附
屈
の
仕
方
に
お
い
て
、
用
法
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
。

2
♪
「
ら
」
の
こ
の
よ
う
な
用
法
の
も
と
と
な
っ
た
原
沃
文
中
に
必
ず

「
等
」
字
が
あ
る
こ
と
。
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3
、
不
安
初
期
の
訓
散
在
料
に
は
、
こ
の
よ
う
な
「
ら
」
の
用
法
は
豊
田

ら
な
い
こ
と
。

今
、
第
三
の
詔
に
つ
い
て
考
え
る
に
、
管
見
の
限
り
で
は
、
前
項
に
見
ら

れ
た
よ
う
な
用
法
を
持
っ
た
「
ら
」
は
見
常
ら
な
い
。
即
ち
平
安
初
期
に
お

い
て
は
、
「
等
」
字
に
そ
の
よ
う
な
訓
法
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
平
安

初
期
の
「
等
」
字
の
訓
法
を
見
る
と
、
そ
の
多
く
は
、
自
立
語
と
し
て
形
容

詞
の
「
ヒ
ト
シ
」
・
接
尾
節
の
「
ラ
」
・
い
わ
ゆ
る
助
動
詞
の
「
ゴ
ト
シ
」
・

(
そ
の
他
「
溜
(
莞
讐
」
な
ど
の
賢
の
訓
)
な
ど
で
あ
受
こ
の
う

ち
、
自
立
語
(
詞
)
の
訓
「
ヒ
ド
シ
」
　
は
暫
く
お
い
て
、
接
尾
酢
と
し
て
の

用
法
に
封
す
る
訓
を
見
る
に
、
攻
の
よ
う
で
あ
る
。

ヲ

無
芸
百
千
蕎
億
邪
魔
多
の
誇
大
薬
叉
、
是
等
の
如
(
き
)
衆
い
法
を
改

む
が
慧
故
に
骨
据
現
せ
不
し
て
(
師
諸
宗
湖
讐
藷
・

是
の
諸
の
飼
主
を
我
等
四
王
、
骨
に
来
り
て
擁
護
し
、
行
住
に
其
の
王

ト
モ
.
t
t
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
首
て
L
＼
L
F
琵
　
　
L
L
.
h
L
ノ

・
¶
ソ
c
　
(
間
右
)

で

彼
レ
い
朕
(
を
)
輝
や
不
に
由
(
ヱ
て
沈
み
繹
ヒ
延
ヒ
紺
9
歳
レ
迫

フ

サ

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

し
擁
リ
由
レ
る
カ
等
替
警
部
壽
能
く
正
(
し
)
く
咽
に
呑
ミ
タ
マ

フ
に
扁
謂
聖
)
朗
監
語
は
謂
裕
.

こ
の
よ
う
に
形
容
詞
、
動
詞
、
助
動
詞
の
蓮
鰹
形
に
附
い
て
い
る
が
、
必
ず

助
詞
「
が
」
を
介
し
て
い
る
。

(
ロ
)
　
並
列
し
た
事
物
の
後
に
附
く
。

閣
罷
り
如
才
=
パ
矧
判
-
切
の
諸
の
護
世
上
の
勇
猛
に
し
て
威
紳
具

せ
る
い
(
琳
撃
鰹
震
明
)

諸
恰
封
轟
道
と
耶
魅
と
の
等
キ
を
除
(
き
)
七
む
(
同
右
)

と
共
倶
ニ
セ
ム
。

(
脚
欝
瑚
‰
餌
)ラ

及
前
の
合
利
伸
像
禿
本
鰹
-
諭
等
し
て
琵
て
問
に
謂
て
奉
進
と
(
タ
テ

マ
)
ツ
ワ
(
キ
)
。
(
軸
粗
品
表
猷
冊
駐
露
)
即
翻
票
箆
謂
硲

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
撃
ロ
に
直
ち
に
接
績
し
て
、
接
尾
節
と
し
て
の
用
法

を
示
し
て
い
る
。
特
に
経
典
に
多
い
「
如
是
等
」
の
訓
と
し
て
は
、
第
一
例

の
如
く
訓
ま
れ
て
い
る
。

攻
に
、
「
ゴ
ト
シ
」
と
訓
l
ま
れ
た
用
例
を
見
る
に
、
攻
の
よ
う
な
用
法
の

も
の
だ
け
が
見
え
る
。

(
イ
)
　
活
用
語
の
蓮
畦
形
に
附
い
て
い
る
。

又
紐
の
中
に
詭
か
く
、
多
聞
の
功
徳
と
は
謂
く
、
他
の
教
に
随
(
隻

,

　

す

鮮
白
光
浮
(
な
)
㌢
と
珂
封
蜜
と
l
恩
苛
吋
途
(
え
)
に
た
品
鰯

純
等
)
昌

こ
の
場
合
、
右
の
諸
例
の
よ
う
に
並
列
助
詞
「
と
」
に
、
助
詞
「
の
」
を
介

し
て
附
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
例
が
私
め
て
多
い
。
こ
の
例
は
天
暦
の
頃
に

も
未
だ
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

乃
至
廣
ク
詮
か
は
。
明
と
無
明

と
の
等
キ
い
　
伊
坂
能
板
は
皆
有
に
非

(
ざ
る
が
)
故
(
に
)
。
(
損
瑠
璃
鑑
詣
浣
群
議
謡
は
)
王

並
列
助
詞
に
よ
ら
ず
に
、
幾
つ
か
の
事
物
を
並
べ
て
々
れ
に
「
等
」
を

つ
け
た
例
も
あ
る
。

露
党
議
等
欄
の
辱
キ
い
(
翻
賢
腔
競
牒
)
　
フ
ス
ヘ
(
、
ク
ソ
ア
ナ

世
尊
の
皮
膚
遠
く
折
-
癖
(
阜
)
離
(
れ
)
ク
マ
ヒ
赤
は
厭
　
新
枕

警
の
)
(
事
の
過
は
充
し
(
削
慧
譜
欝
等
掲

不

心
構
(
し
)
易
キ
が
等
(
き
)

な
り
と
。
(
離
諾
瑚
年
餌
安
)

謂
く
身
よ
り
水
火
を
出
し
飛
行
に
自
在
(
に
)

ア
ル
が
等
　
(
魯
)
　
な

こ
れ
ら
は
、
助
詞
「
と
J
の
あ
る
場
合
と
、
そ
の
職
能
は
同
じ
で
あ
る
。

ゴ
ト
キ

か
し
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
並
列
さ
れ
な
い
堅
百
に
附
い
て
「
何
ノ
等
」

常
行
ノ
等
キ
」
な
ど
用
い
ら
れ
る
例
も
少
い
乍
ら
見
え
て
い
る
。

「
無　し
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(
ハ
)
　
引
用
句
+
「
と
」
に
附
く
例
。

又
説
か
く
「
身
は
無
常
な
ヱ
(
と
の
)
等
く
観
す
る
と
き
は
、
但
(
だ
)
▼

牒
四
の
中
に
の
富
久
和
賀
瑚
年
如
賃
)

「
と
の
」
は
補
記
で
あ
る
が
「
嚢
常
な
り
」
と
終
止
形
に
(
天
長
鮎
に
は
「
な

る
」
の
ヲ
コ
ト
鮎
は
別
に
存
す
る
)
附
い
て
い
る
の
で
、
右
の
よ
う
に
訓
ま

れ
た
と
考
え
る
D
平
安
後
期
の
西
大
寺
本
不
室
迄
素
面
呪
心
経
寛
徳
二
年
鮎

な
ど
に
は
、
は
っ
き
り
し
た
例
が
見
え
る
が
、
同
様
例
の
設
兄
を
待
ち
た

い
。さ

て
、
こ
れ
を
後
世
の
院
政
中
期
か
ら
鎌
倉
時
代
以
後
の
資
料
に
見
え
る

例

と

比

較

す

る

に

、

;

　

　

　

　

　

　

壬

・
l
、
接
尾
辞
と
し
て
の
「
等
」
の
訓
は
あ
る
が
、
「
等
」
の
訓
は
宣
際
の
加

鮎
資
料
に
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。

2
、
こ
れ
を
諒
付
け
る
か
の
ご
と
く
、
常
期
以
後
の
辞
書
、
類
衆
名
義
抄
や

字
鏡
集
、
或
い
は
法
華
経
音
義
(
西
大
寺
木
)
、
法
華
攣
音
訓
な
ど
に
も
、

「
等
」
字
に
「
ラ
」
の
訓
は
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「
ゴ
ト
シ
」
の
訓
は
な

い
。

3
、
平
安
初
期
の
「
等
」
字
の
訓
と
し
て
の
「
ゴ
ト
シ
」
の
示
す
用
法
は
、

一
部
の
並
列
さ
れ
た
繰
言
や
或
る
堅
戸
に
附
く
場
合
以
外
の
例
(
即
ち
、
「
活

用
語
の
遠
燈
形
に
つ
く
。
並
列
励
詞
「
と
」
に
つ
く
。
格
助
詞
「
と
」
に
つ
く
一
一
転
)
に
お
い
て

ヲ

は
、
諒
項
に
璋
げ
た
副
助
詞
と
し
て
、
の
「
等
」
の
示
す
用
法
(
是
ノ
如
寺
等
.

ト
…
ト
ラ
・
ト
ラ
な
ど
)
と
同
じ
で
あ
る
。

の
三
鮎
が
明
ら
か

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

い
て
堕
言
に
直
ち
にヽ′に

附、さ
い、れ
た、る

0

.「

彗ヽこヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

ヽ

「
等
」
字
に
普
て
ら
れ
て
い
た
接
尾
辞
の
「
ラ
」

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

事
よ
り
推
測
す
る
に
、
平
安
初
期
に
お

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

　

　

ヽ

の
訓
が
、
「
ゴ

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

ん
だ
露
に
、
こ

ヽ

　

ヽ

　

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

ト
シ
」
　
に
普
て
ら
れ
て

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
.
よ
う
な
副
助
詞
と
し

ヽ

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

　

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

い
た
「
等
」
字
の
訓
に
ま
で
お
し
及

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

、

て
の
用
法
を
示
す
直
譚
訓
が
生
じ
た

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
直
評
語
上
し
て
の
.
「
ら
」
に
は
、
そ
の
原
漢
文
中
に
必
ず
「
等
」

字
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
叉
平
安
初
期
の
「
ゴ
ト
シ
」
の
訓
の
用
法
と
、
直

譚
語
の
「
ら
」
の
用
法
と
が
大
綱
に
お
い
て
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
こ
と
は
、
同
一
資
料
で
平
安
初
期
の
訓
鮎
と
後
世
の
院
政
期
頃
の
訓

鮎
の
二
つ
が
施
さ
れ
て
あ
る
資
料
を
検
し
て
見
て
も
明
ら
か
に
ざ
れ
る
。
例

え
ば
西
大
寺
本
金
光
明
口
祇
防
王
経
の
平
安
初
期
白
む
と
永
長
二
年
先
細
と
の

関
係
、
立
本
寺
本
妙
法
翌
華
経
の
明
詮
鮎
と
寛
治
鮎
と
を
見
る
に
、
平
安
初

ゴ
ト
シ

期
の
「
等
」
の
訓
は
後
世
の
鮎
で
は
、
訓
み
改
め
ら
れ
た
謹
跡
が
あ
り
、
そ

の
中
或
る
も
の
は
副
助
詞
と
し
て
直
譚
語
「
ら
」
の
用
法
を
示
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

こ
の
直
譚
語
「
ら
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
安
中
川
に
は
圧
に
生

じ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
大
坪
併
冶
氏
に
よ
れ
ば
石
山
寺
本
誅
意
地
弼
羅
経

略
疏
天
暦
鮎
に
、
並
列
助
詞
に
附
く
「
ら
」
(
…
ト
…
ト
ラ
)
、
連
危
形
に
附
く

「
ら
」
、
顎
詞
「
と
」
に
附
く
「
ら
」
〈
ト
ラ
)
の
例
の
あ
る
。
と
が
報
ぜ
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
に
は
「
ゴ
ト
シ
の
訓
も
残
っ
て
い
て
そ
れ
が
殆
ど

第
三
の
、
格
助
詞
「
と
」
を
一
受
け
る
例
(
ト
ラ
↓
ト
ノ
ゴ
ト
シ
)
で
あ
る
の
は
、

こ
の
「
ら
」
の
成
立
が
一
枝
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

達
観
形
に
附
く
「
ら
」
や
、
並
列
助
詞
に
附
く
「
ら
」
よ
り
締
t
技
れ
て
格

l
毒
詞
「
と
」
に
附
く
「
ら
」
の
用
法
(
ト
1
㌢
)
が
成
立
し
た
ろ
う
と
思
う
の
で

あ
る
4こ

の
よ
う
に
平
安
中
期
に
は
一
定
成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ

以
後
院
政
の
初
潤
ま
で
の
資
料
に
は
「
ゴ
ト
シ
」
の
訓
に
記
む
例
の
見
え
る

も
の
も
あ
っ
て
、
こ
の
間
は
い
わ
ば
過
接
親
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
又

院
政
以
後
で
も
藻
屑
に
は
準
え
て
直
譚
語
「
ら
」
は
見
ら
れ
ず
、
資
料
の
性
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格
に
よ
っ
て
相
違
を
も
見
せ
て
い
る
。

こ
の
直
譚
語
「
ら
」
の
成
立
の
原
因
は
、
平
安
中
期
以
後
中
國
と
の
交
通

が
紀
え
た
結
果
と
し
て
、
漢
文
に
封
す
る
訳
解
の
重
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、

平
安
初
期
の
個
性
的
な
訓
法
が
亡
び
、
形
式
的
に
漢
字
の
同
一
字
に
は
軍
っ

限
り
一
訓
を
固
定
さ
せ
、
統
一
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
に
起
因
す
る
と
見
ら
れ

る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
本
来
あ
っ
た
接
尾
辞
の
「
ラ
」
の
訓
を
「
ゴ
ト

シ
」
の
用
法
の
同
字
「
等
」
字
に
ま
で
お
し
及
ぼ
し
た
も
の
で
あ
る
.
と
推
測

ヽ

ヽ

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

す
る
。
こ
の
故
に
直
譚
語
の
「
ラ
」
の
意
味
が
例
示
を
示
す
m
ウ
ダ
に
皆
る

の
も
、
宜
は
本
来
「
ゴ
ト
シ
」
の
意
の
用
法
の
「
等
」
を
訓
み
欒
え
た
結
果

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

漢
文
訓
読
史
上
、
平
安
中
期
が
一
つ
の
時
期
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
境
に
、

前
述
の
ご
と
き
傾
向
に
置
隼
訓
法
に
差
の
見
ら
れ
た
。
と
は
、
別
に
拙
稿

に
腐
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

三
、
訓
鮎
資
料
以
外
の
例

〔
和
漢
混
汚
文
]

漠
文
訓
詔
に
由
来
す
る
直
譚
口
調
は
、
犀
t
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
拐
り
漢
文
訓
読
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
持
つ
和
漢
浣
清
文
や

悌
経
説
話
集
の
仮
名
交
り
文
の
中
に
も
現
わ
れ
て
来
る
こ
と
は
周
知
の
通
り

、

で
あ
る
。
直
譚
語
「
ら
」
も
鎌
倉
時
代
の
も
の
に
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
延
慶
本
平
家
物
語
(
吉
澤
義
則
博
士
校
註
本
に
よ
る
)
に
、

○
又
は
奥
州
に
能
ノ
海
と
て
め
く
り
冊
里
の
池
あ
㍗
　
日
本
図
の
鷲
の

集
る
池
な
り
　
大
地
獄
と
て
叉
大
池
あ
サ
　
其
間
に
名
窄
あ
る
人
の

約
辣

て
池
の
過
の
魚
捕
竺
丈
許
な
る
柿
に
細
を
は
り
て
比
の
馬
に
粟
て

池
上
の
水
に
を
よ
か
せ
て
魚
を
す
負
け
る
に
・
よ
っ
て
池
す
き
と
名
た

¶
ソ
と
も
い
へ
m
y

○
聖
彼
の
人
は
故
三
促
の
さ
へ
巷
の
頭
の
痕
常
時
は
鳥
羽
の
刑
部
左
栢

門
が
女
房
也
　
父
の
朝
に
仕
へ
し
間
は
彼
刑
部
な
む
と
ら
に
日
さ
ま

し
く
こ
そ
思
は
む
す
れ
ど
も
な
に
も
の
1
し
態
に
か
刑
部
と
つ
れ
さ

せ
た
れ
と
も
母
の
尼
公
の
有
も
未
た
心
よ
か
ら
す
と
こ
そ
申
せ

ー
7

の
二
例
が
見
え
、
前
の
方
の
例
は
訓
粘
資
料
の
用
法
(
是
ノ
如
キ
等
ノ
)
と

一
致
し
て
い
る
。
同
例
は
法
然
上
人
集
の
「
念
悌
大
意
」
(
古
典
全
集
本
に
よ
る
)

に
も
、

○
は
怯
l
手
簡
畳
経
に
云
く
、
人
若
し
幸
男
子
音
女
人
あ
り
て
、
叫
り
叫

ラ

如
き
等
の
浄
土
の
法
門
を
設
く
を
開
き
て
、
悲
苔
を
成
し
て
身
の
毛

い
よ
だ
ち
て
扱
き
出
だ
す
が
如
く
.
な
る
は
、
知
る
べ
し
、
此
の
人
過

な

去
に
既
に
悌
道
を
作
し
て
来
れ
る
な
り

と
見
え
、
こ
の
よ
う
な
経
典
の
引
用
か
ら
次
第
に
一
般
の
こ
と
ば
に
ま
で
入

っ
て
釆
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
同
じ
く
「
和
語
燈
録
」
の
元
亭
開
版
本
(
莞
裾

電
路
緒
)
に
も
同
例
が
あ
る
。

○
明
よ
く
曙
を
破
し
。
空
よ
く
有
を
ふ
く
む
。
地
よ
く
載
慈
し
。
水
よ

し
ぬ
れ
ば
必
ず
魂
塊
定
て
此
の
池
に
捜
す
と
い
へ
p
′
　
か
く
の
ど
と

引
叫
池
は
多
と
云
と
も
魚
の
み
あ
っ
て
船
は
な
し
　
こ
れ
に
よ
っ

く
座
潤
し
。
火
よ
く
成
接
す
る
が
ど
と
く
。
か
く
の
ど
と
き
ら
の
事

こ
と
}
く
く
待
封
の
法
と
な
づ
く
。
(
翫
掘
)

又
、
.
『
正
法
眼
蔵
』
(
槻
農
相
轟
彗
)
に
は
、
格
助
詞
「
と
」
.
に
附
い
て

い
る
例
が
数
例
あ
る
。

-

-

-

」

け

醇

i

O
青
山
は
邊
渉
不
得
な
り
、
東
山
水
上
行
不
得
な
る
と
ら
誹
讃
す
る
こ

と
な
か
れ
(
川
路
を
l
義
臣
馴
胃
措
沌
㌍
謂
な
)

○
し
か
あ
れ
ど
も
泣
顔
の
参
學
に
あ
ら
ず
。
人
の
お
も
ふ
が
ど
ト
く
な
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ノ

　

　

　

　

ン

　

ー

　

一

ら
ば
、
大
悟
底
人
家
骨
如
何
と
ら
間
坂
す
べ
し
。
こ
れ
む
答
話
せ
ん

に
有
二
却
迷
時
-
芸
l
い
ほ
ん
。
両
今
の
因
放
し
か
.
に
慧
ら
ず
(
は
通

讐
縫
㌫
躇
嘉
訣
㍍
碩
㌍
)

○
こ
れ
は
大
悟
は
作
悌
の
ど
と
し
。
劫
速
は
衆
生
の
ど
と
し
。
遼
作
衆

ナ
ゐ
じ
申
く

生
と
い
ひ
、
従
本
垂
逆
と
ら
い
ふ
が
ど
と
く
學
す
べ
き
に
は
あ
ら
ざ

る
な
り
(
は
譚
能
義
崇
)

○
正
位
如
菩
提
と
い
は
ざ
る
が
ど
と
し
。
ま
た
過
去
生
巳
城
、
未
来
生

霊
、
現
在
農
住
封
い
ふ
(
詔
無
l
瑠
加
害
粘
譜
柑
)

○
す
な
は
ち
達
磨
阻
晴
な
り
。
達
磨
限
晴
を
放
出
し
き
た
り
て
、
抱
囲

二
十
に
つ
く
り
て
打
入
す
る
は
、
い
ま
の
人
、
こ
れ
を
参
講
話
益
㌧
朝
上

朝
参
・
打
坐
功
夫
可
引
い
ふ
な
ヱ
瑠
完
卯
に
遣
ポ
謂
催
摘
)

○
い
か
ん
と
な
ら
ば
、
仰
弧
の
家
骨
に
は
寒
暑
い
か
な
る
べ
し
と
も
し

ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
い
た
づ
ら
に
東
レ
冷
向
レ
火
勾
引
い
ふ
。
殊
に
あ

は
れ
む
べ
し
.
(
譚
鎚
讃
冠
省
)

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
引
用
句
を
受
け
る
格
助
詞
「
と
」
の
下
に
つ
い
て
い

て
、
訓
鮎
資
料
の
例
と
同
用
法
で
あ
る
。
鹿
本
と
の
校
合
に
よ
る
に
、
後
世

の
室
町
時
代
や
江
戸
時
代
の
雷
富
木
が
一
様
に
「
と
ら
」
が
な
く
、
或
い
は

「
も
」
に
作
り
、
或
い
は
「
を
」
に
、
又
は
㍉
ら
」
を
落
し
て
い
る
の
は
.
、

そ
の
頃
に
は
、
既
に
直
譚
語
の
「
ら
」
の
意
味
や
用
法
が
分
ら
な
く
な
っ
て

い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

[
物
名
の
歌
]

調
っ
て
平
安
時
代
の
和
文
脈
に
は
如
何
と
い
う
に
管
見
に
お
い
て
は
、
接

尾
辞
の
「
ら
」
は
あ
つ
て
も
、
直
譚
語
と
し
て
の
そ
れ
は
見
常
ら
な
い
。
但

し
、
拾
遺
和
歌
集
、
曾
禰
好
忠
家
集
の
.
「
物
名
」
の
中
に
詠
み
込
ま
れ
た
例

が
見
え
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

拾
遺
和
歌
集
(
詣
掩
碩
)
に
は
各
七
「
物
名
」
に

ね
　
　
　
l
フ
L
　
　
と
ら
　
　
ち
　
　
　
た
つ
　
　
み

子
、
丑
、
定
、
卯
、
辰
、
巳
　
　
請
人
知
ら
ず

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

う

き

一
夜
駐
[
子
]
　
て
憂
L
と
等
[
丑
定
]
　
こ
そ
は
思
ひ
け
め
浮
[
卯
]
名

立
つ
身
　
[
辰
巳
]
　
ぞ
佗
び
し
か
り
け
る

と
あ
り
、
曾
禰
好
忠
家
集
(
佃
崇
系
)
に
は

う
し
と
ら

世
の
中
を
う
し
と
ら
い
は
ば
片
時
も
あ
り
へ
な
む
や
は
忍
ぶ
れ
ば
こ
そ

の
歌
が
見
え
て
い
る
。

宝
町
時
代
初
期
又
は
吉
野
朝
頃
の
吉
富
に
な
る
浄
耕
本
拾
遺
和
歌
集
に
よ

れ
ば
、
先
の
歌
は
、

ひ
と
夜
ね
て
誉
守
逐
㌣
テ
芸
も
ひ
け
め
…

と
あ
り
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
淳
舞
は
「
と
ら
と
」
の
「
と
」
.
を
格
助
詞

(
註
7
)

と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
八
代
集
抄
に
は
「
重
し
等
也
。
一
夜
ね
て
憂

L
な
ど
恩
へ
は
こ
そ
又
も
こ
ぬ
な
ら
め
と
も
我
一
夜
に
て
も
名
の
立
つ
が
佗

し
き
と
也
」
と
あ
る
。
こ
の
二
例
の
　
「
ら
」
　
の
意
味
と
用
法
は
、
訓
鮎
資
料

の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
し
か
も
訓
鮎
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
歌
集
よ

り
も
早
く
、
延
喜
・
天
暦
の
頃
に
は
成
立
し
.
て
い
た
こ
と
を
考
え
、
更
に

『
物
名
』
の
中
に
の
み
見
え
る
こ
と
を
考
え
合
わ
す
と
き
、
全
く
異
な
っ
た

位
相
の
こ
と
ば
が
、
偶
t
用
い
ら
れ
た
も
の
と
予
見
㌢
J
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
且
つ
作
者
名
の
分
っ
て
い
る
方
の
昏
扇
好
忠
な
る
人
は
、
一
好
ん

で
斬
新
な
語
彙
を
用
い
た
こ
と
に
お
い
て
一
層
そ
の
感
を
深
く
す
る
の
で
あ

る
。
又
古
今
集
の
　
「
物
名
」
　
の
中
に
漢
字
普
詔
を
詠
み
込
ん
だ
敦
の
あ
る
こ

と
よ
り
考
え
て
も
、
漢
文
直
譚
語
「
ら
」
の
入
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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四
、
先
説
と
萬
賃
葉
の
「
等
」
の
訓
な
ど
。

こ
の
「
ら
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
現
わ
れ
る
範
囲
が
偏
っ
て
い
た
り
、
用

例
が
少
か
つ
た
畠
に
、
一
般
に
注
意
さ
れ
る
こ
と
も
少
く
、
従
来
こ
の
間
題

に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
は
極
め
て
少
い
。

富
士
谷
成
章
は
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
の
　
「
良
家
」
に
、
拾
遺
集
の
「
う
し
と

ら
」
　
の
歌
を
あ
げ
て
、
へ

又
拾
遺
に
へ
う
し
と
ら
こ
そ
は
思
ひ
け
め
　
公
任
卿
具
に
へ
つ
も
る
と

も
雪
と
ら
も
な
る
と
し
な
ら
ば
な
で
よ
め
る
は
　
蕎
真
に
へ
子
を
ら
つ

ま
を
ら
と
よ
め
る
が
ど
と
し
、
か
く
脚
を
う
け
た
る
と
、
さ
巷
の
名
頭

等
を
う
け
た
る
を
ば
八
や
な
ど
)
と
里
す
べ
き
か
…
中
略
…
上
代
の
詞

な
る
う
へ
に
、
み
ゆ
る
と
こ
ろ
も
ひ
る
か
ら
ね
ば
、
大
か
た
畢
盲
は
あ

っ
へ
し
と
も
お
ほ
え
す

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

と
い
っ
て
い
る
。
名
を
う
け
た
接
尾
節
の
「
ら
」
や
、
頭
を
う
け
る
「
や
す

ヽら
に
」
な
ど
の
「
ら
」
と
、
助
詞
「
と
」
に
つ
く
「
ら
」
.
を
こ
緒
に
考
え
た

ヽ

こ
と
の
非
は
と
に
か
く
、
脚
字
つ
け
る
鮎
に
お
い
て
萬
葉
の
「
子
を
ら
つ
ま

一
を
ら
」
と
同
じ
く
考
え
た
鮎
は
如
何
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
鮭
、
萬
桒
塩

・
に
お
け
る
助
詞
の
下
に
あ
る
「
ら
」
と
い
わ
れ
る
用
例
に
は
、
次
の
諸
例
が

あ
る
。

○
老
い
に
て
あ
る
鵬
射
壽
整
軍
票
深
更
窄
學
藷
詣

こ

を

　

-

・

つ

ま

を

　

-

お

き

○
ゆ
こ
さ
き
に
な
み
な
と
ゑ
ら
ひ
し
る
へ
に
は
古
平
等
都
航
乎
等
於
択

て

-

も

き

ぬ

且
等
母
釈
放
(
蓉
二
十
歪
)
　
　
　
　
　
ひ
と
ぞ
お
た
は
ふ
:

○
い
は
取
へ
に
い
が
か
る
く
も
の
か
ぬ
ま
づ
く
比
等
曾
於
多
波
布
伊
射

ね

し

め

△

-

禰
之
亘
刀
良
(
巻
十
四
・
琶
加
・
冒
①
に
下
三
句
同
じ
歌
が
あ
る
)

先
の
「
病
遠
等
」
・
「
古
乎
笥
都
廊
乎
等
於
頼
且
等
母
」
の
例
は
、
山
田
孝
雄

博
士
が
「
奈
良
朝
文
法
史
」
に
間
投
助
詞
の
「
ら
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
が
、
「
等
」
の
訓
に
画
題
が
あ
る
。
即
ち
軍
一
の
例
(
畠
登
よ
り
考

え
る
に
、
こ
の
例
で
は
用
字
が
普
仮
名
で
あ
っ
て
、
訓
仮
名
と
見
る
べ
き
で

は
な
く
「
古
義
」
の
い
う
ご
と
く
「
ト
」
と
訓
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
の

鮎
よ
り
第
一
.
例
(
∞
笥
)
も
「
ラ
」
と
訓
む
こ
と
に
迷
う
の
で
あ
る
。
第
三

の
例
は
、
一
見
「
と
ら
」
の
例
と
似
て
い
る
が
、
「
刀
」
の
普
仮
名
牒
上
代

特
殊
仮
名
遣
に
お
い
て
は
甲
類
で
あ
っ
て
、
助
詞
「
上
に
用
い
ら
れ
る

「
登
」
の
乙
類
と
は
異
な
っ
て
い
る
か
局
別
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
「
刀
」
の
仮
名
迫
に
つ
い
て
は
早
く
か
ら
混
乱
が
あ
る
鳥
に
断
定
は
で
き

な
い
。
こ
の
歌
は
イ
ザ
ネ
シ
メ
コ
テ
の
誤
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
、
東
歌

の
中
で
も
古
来
難
解
の
も
の
で
、
一
應
論
外
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し

て
見
る
と
(
成
章
が
「
う
し
と
ら
」
の
「
ら
」
を
草
葉
集
の
用
法
と
関
係
づ

け
た
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
限
り
に
、
草
案
集
の
右
の
例
を
「
ラ
」
と
認

め
て
も
、
こ
れ
を
訓
鮎
に
お
け
る
「
ラ
」
と
比
較
す
る
に
、
後
者
は
巳
速
の

如
く
そ
の
接
続
上
で
限
定
さ
れ
た
用
法
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
鮎
よ
り
も
相

達
す
る
し
、
又
平
安
初
期
の
訓
鮎
語
ど
し
て
は
、
助
詞
に
つ
く
「
ラ
」
は
見

ら
れ
な
い
と
い
う
訓
鮎
語
史
の
上
か
ら
も
不
合
理
と
な
る
。
要
す
る
に
直
譚

一
-

語
と
し
て
生
じ
た
「
ラ
」
は
訓
鮎
猫
特
の
も
の
で
あ
っ
て
、
上
代
語
と
は
無

関
係
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
拾
遺
集
の
例
は
漢
文
訓
讃
語
と
い
う
異
相
の
こ

と
ば
が
、
′
偶
ミ
入
り
込
ん
だ
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
「
あ
ゆ
ひ
抄
」
の
學

ヽ
ヽ

げ
る
公
任
卿
集
の
例
は
群
書
類
従
本
に
よ
れ
ば
、
「
積
る
と
も
雲
と
と
も
な

る
年
な
ら
ば
」
と
あ
り
、
暫
く
疑
問
を
残
し
て
お
き
た
い
。

江
戸
末
期
に
、
万
瑞
和
尚
は
正
法
偶
成
の
註
繹
書
で
あ
る
『
正
法
眼
政
和
.

語
梯
』
に
お
い
て
、
隈
戒
中
に
見
え
る
「
ト
ラ
」
の
例
に
つ
い
て
偏
れ
て
い

る
。
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ヽ
ヽ

此
の
と
ら
と
云
ふ
河
、
こ
の
外
「
大
悟
」
「
授
記
」
の
ま
き
「
限
晴
」

の
ま
巷
、
「
春
秋
」
の
ま
き
等
に
見
え
て
骨
同
じ
意
な
り
、
個
投
ず
る

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

に
た
だ
と
と
云
ふ
意
に
て
ら
も
じ
は
軽
く
し
、
て
助
字
の
如
し
、
古
歌
に

ヽ

は
ら
も
じ
の
や
す
め
辟
あ
り
、
又
等
の
字
に
と
ら
と
つ
け
た
る
も
の
見

え
た
り
、
こ
1
の
と
.
ら
も
是
な
る
べ
し
、
又
等
の
字
音
の
と
う
の
宕
誤

と
云
ふ
は
非
な
り
、
古
跡
に
も
此
詞
か
れ
こ
れ
見
え
た
り
、
な
ほ
考
ふ

ぺ
し

蓋
し
、
直
譚
語
の
「
ら
」
に
つ
い
て
論
じ
た
最
初
で
あ
ろ
う
。
「
助
字
の
如

し
」
と
説
き
、
「
等
の
字
に
と
ら
と
つ
け
た
る
も
の
見
え
た
り
」
と
導
へ
て

い
る
.
の
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
語
性
も
ま
だ
十
分
解

明
さ
れ
た
と
は
言
え
ず
、
・
そ
の
用
例
も
他
に
求
め
得
ず
、
ま
し
て
こ
の
語
の

由
来
に
つ
い
て
は
全
く
注
意
さ
れ
て
い
な
い
。

最
近
昭
和
十
六
年
に
、
岡
田
希
雄
氏
は
同
じ
く
正
法
眼
蔵
の
ト
ラ
に
つ
い

て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
(
那
霞
醒
國
)

此
の
ト
ラ
は
甚
だ
珍
し
い
語
で
あ
る
。
(
坤
略
)
　
助
詞
ト
に
接
躊
す
る
例

は
気
づ
か
ね
の
で
、
限
荻
の
ト
ラ
の
解
決
は
静
水
に
姥
す
他
は
無
い
。

(
以
下
双
行
)
此
の
ト
ラ
と
云
ふ
語
は
今
度
限
歳
を
念
を
入
れ
て
拝
讃
す
る

に
降
し
気
づ
い
た
も
の
で
限
荻
以
外
で
は
ま
だ
窺
う
い
て
居
な
い
。

限
戒
に
て
も
用
例
は
少
い
か
ら
何
か
の
誤
で
は
な
い
か
と
思
ひ
乍
ら
紐

豪
抄
に
も
見
え
る
の
で
、
は
じ
め
て
誤
字
で
無
芸
を
信
じ
た
程
で
あ

り
、
ま
こ
と
に
珍
し
い
も
の
.
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
、
搭
乗
に
解
決
を
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
小
稿
は
、
訓
鮎
資
料
の
調
査
に
際
し
、
初
め
は
何
か
の
誤
で
は
な
い

か
と
捨
て
て
お
い
た
用
例
が
次
第
に
集
ま
っ
た
結
果
、
思
い
切
っ
て
怒
め
た

も
の
で
あ
る
。
書
い
て
い
る
う
ち
に
自
分
な
り
に
幾
つ
か
の
鮎
が
判
明
し
、

先
學
が
す
で
に
論
及
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
知
っ
て
驚
い
た
次
第
で
あ
る
。

幸
い
に
も
こ
の
稿
が
そ
の
解
答
に
役
立
た
ば
筆
者
の
喜
び
は
こ
れ
に
過
ぎ
る

も
の
は
な
い
。

[
註
1
]
　
あ
ゆ
ひ
抄
巻
三
「
良
家
」

〔
註
2
】
　
正
法
眼
萩
和
語
梯
文
政
九
年
探
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[
註
3
]
　
正
法
眼
萩
の
国
語
學
的
考
察
(
評
議
望

【
註
4
]
　
こ
ゝ
で
は
橋
本
遊
膏
樽
士
の
文
法
論
に
基
い
て
考
え
た
。

〔
註
5
]
　
島
板
大
學
論
集
欝
四
班
晶
糾
溜
均
掲
羅
抱
略
疏
天
昌
」

同
諭
文
中
で
氏
は
こ
の
「
ら
」
を
副
助
詞
と
見
倣
す
べ
き
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
ら
れ
、
筆
者
が
そ
の
文
法
的
性
格
に
お
い
て
同
じ
結

論
を
得
た
こ
と
を
喜
ぶ
衣
節
で
あ
る
。

〔
註
6
]
　
国
語
學
算
十
六
輯
「
沃
文
訓
竃
史
上
の
】
開
国
-
再
試
字
の

成
立
に
つ
い
て
ー
」

〔
註
7
]
　
築
島
裕
氏
「
澤
新
本
拾
遺
和
歌
集
所
載
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
就

い
て
」
(
諸
事
セ
)

(
あ
と
が
き
)

一
、
本
鶉
は
去
る
昭
和
廿
八
年
十
二
月
の
研
究
室
合
で
の
記
表
に
、
更
に
成
立
考
を
も
加
え

て
再
び
本
年
六
月
に
京
都
大
埠
の
訓
鮎
語
由
令
弟
l
回
研
究
莞
茨
合
で
の
た
表
の
原
籍
を

基
に
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
本
泊
を
成
す
に
富
っ
て
阪
倉
薯
恕
氏
、
馬
轟
和
夫
先
生
、
水
谷
眞
虎
丘
、
中
山
昌
氏
よ

り
郡
教
示
を
得
、
佐
伯
梅
友
先
生
、
中
田
説
夫
先
生
、
築
馬
路
氏
に
は
始
終
ミ
摘
草
を
仰

い
た
。
記
し
て
童
に
厚
く
お
寝
申
し
あ
l
ヵ
る
次
男
で
あ
る
。

一
、
な
お
本
籍
折
畳
の
責
粁
調
査
に
襟
し
て
、
算
肪
寺
の
橋
本
凝
胤
管
長
、
遠
望
石
基
悼
土

田
立
上
野
博
物
苺
是
澤
恭
三
、
窮
江
知
事
吊
先
生
及
び
更
大
寺
摂
翌
春
埠
丘
よ
り
就
い
た

一
方
な
ら
な
い
お
世
語
に
荒
く
劃
し
宕
る
。

-
東
京
教
育
大
學
国
語
學
国
文
學
研
究
室
1




